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緒 言

大阪市立北市民病院泌尿器科の8年 間にわたる入院

患者,お よび入院手術に関する統計を報告する.大 阪

市立北市民病院は1940年3月 に開設された市内西部に

位置する市民病院である.泌 尿器科は1980年4月 より

診療を開始した.総 病床数326床,医 師数30人 で,外

科混合病棟に泌尿器科病床数20床 をもち,泌 尿器科常

勤医師は2人 である.

対 象

1980年4月 より1988年3月 までの泌尿器科入院患者

を対象 とした.入 院患者数は延べ数でなく実数とし

た.同 一患者が同一年度に複数回入院した場合は1名

と数え,入 院が次年度にわたった場合は初年度へのみ

算入した.年 度別治療の算定は治療が施行された年度

とした.た だし,年 度が変わって再入院 した場合はそ

の年度の患者 とした.

入 院 患 者 数

8年 間の入院患老総数は1,175人 であった(Table

I).性 別に見ると男子906人,女 子269人 で男女比は

3.4:1で あった.平 均入院患老数は167人 である.年

齢分布は男子は70～79歳 代 にピークがあるのに対 して

女子は60～69歳 代 となっている.60歳 代以上の老年層

は増加傾向にあり1987年度 では58.6%を 占めている.

そのため慢性疾患を合併している頻度も高く他科 との

密接な連携を必要とする場合が増えてきている.

以下は疾患別分類を示すが複数の病名をもつ ものは

そのおのおのを数えたので,延 ぺ疾患数は総計1,316

例であった.

疾 患 別 分 類

腫 瘍 が481例(36.6%)で 最 も多 く,つ い で結 石236

例(17.9%),奇 形156例(11.9%),感 染 症126例(9.6

%)の 順 で あ った.
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Table1.入 院 患 者 年 齢 分 布

年齢(硬)男

19巳01981雪9821983198419S519S619ST計

女 計(%)男 女 計(%)男 女 計(弘)男 女 計(%)男 女 計(%)男 女 齢(%)躬 玄 計(%)男 女 齢(%)男 女 齢(%)
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⑳ ～294

30～394
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5e～595

60～696
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90～0

¶9〔13.6)606(4.7)22022(¶7.9)10010(7.2)15015(7.8)18018(&7>10010(6.1)11011(710)1001幅(8.6)

22(3.0)224(3.¶)617(5.7)606(4.3)8513(6の7)741f(5●3ン718(4,9)、9312(7」6)4518凶(5,4)

04(6.0)617(5.5)336(4.9)t2315(1〔LS)穏315(7.8)53●(3.9)3筆4(295)257(45)4719鰯(5.6)

04(6。0)729〔7.1)10111(&9)448(5.8)93讐2(6齢2)56讐1(義3)415(3.1>325(X2)絡1g巳(5.5)

28(12.1)119⑳(15L7)14519(ti4)114519(1&7)171027(14。0)11819(9.2)910,9⊂11・7)639(5b7)開 駿 璽《駐(11。9)

2アdO冒6)196篇(19」7)9312(9。8)19625(1&0)161329(15.0)29635(1巳9)188酋(16。0)156罰(13.4)13050180(1593)

612d8.2)17825(19,7)10919(154)13720(14.4)2ア936(18,7)40949(Z』7ン 鈎937(22,7)箆13錫(242)166殉236(20』)

416(24・2)24327(劉 ●3)17219(1…L4)23124(17。3)27532(16●6)34438(1&4》 鈎4@(2望 髭0》29635(Z3)⑳4卸233(198)

04(6.0)314(3.1)516(4響9)10111(7.9)9312(6,2)132tS(7●2)11011(6.7)1621●(11●5》7讐10斜(&9)

00(0.0)000(OrO)202(1.6)101(0甲7)202(警 ●0)303(1.4)011(0曹6)101(0.6)9110(色8)

計491766 95鍛1279825123判2271391425119316超2071卸35篇31170157906鱒911褥

Table2.尿 路 性 器腫 瘍

198019811982198319S41985i9861987含 十

副 腎 口 瘍000
腎 口 瘍423

腎 舌 口 瘍110

尿 管 腫 璃001

膀 院 口 瘍4912

前立腺肥大症91517

前 立 擁 癌344
尿 遭 癌001

陰 蔓 癌001

畢 丸 腫 瘍001
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Table3.尿 路 結 石

讐9801981198219831984198519864987計

腎 結 石4812

尿 管 結 石41417

膀 胱 結 石333

前立腺結石010

尿 道 結 石100

6

18

3

0

2

15139572

20241512124

446531

01024

01105

計 f226322939433124236

1)腫 瘍(Table2)

頻度でみると前立腺肥大症が258例(53.6%),つ い

で膀胱腫瘍106例(22.0%),前 立腺癌5フ例(11.9%)

の順であった.膀 胱腫瘍の1例 は原発性膀胱腺癌であ

ったD.副 腎腫瘍は内分泌非活性副腎皮質腺腫であ り

腹部CTに より偶然発見されたものである2).尿 道癌

は全例,膀 胱癌術後の続発性癌である.

2)尿 路結石(Table3)

頻度 でみると尿管結石が124例(52.5%)と 最 も多

く,つ いで腎結石72例(30.5%)で あ り,上 部尿路結

石症が83.1%を 占めていた.膀 胱結石31例(i3.1%)

であった.

3)尿 路性器先天性異常(Table4)

完全包茎66例(42.3%)と 半数近くを占め,停 留睾

丸29例(18.6%),腎 嚢胞24例(154%)の 順であった.

4)感 染症(Table5)

非特異的感染症が計120例(95.2%)と 大部分を占

めていた.特 異的感染症は6例(4.8%)で5例 が腎

結核であった.腎 結核および副性器結核は1985年 以降

皆無である.

5)そ の他の疾患

外傷,尿 道狭窄,腎 出血,イ ンポテンツを取 り上げ

た.イ ンポテンツは主に血管拡張剤を用いた診断,治

療3)の ために入院したものであり深陰茎背静脈結紮術
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Table4.尿 路性器先天性異常

1980,98119821983198419851986198了 言十

腎孟尿管移行部狭窄010
腎 嚢 胞021

異所開口尿管000
腕胱尿管逆流100

尿 道 下 裂010
包 茎6810

停 留 畢 丸257

精索静脈瘤101

001002
4553424
300014
020014
021004

10798866
0234629
1T34623

計 1017191825221926156

Tablc5.尿 路 性 器 感 染 症

198019811982醒98319田198519861987計

非特異的

腎 孟 腎炎

副 翠 丸炎

515981519121295

2413841225

特 異 的

腎 結 核2000

結核性副墓丸炎0100

30005

00001

計 9⑳101126231314126

Table6.そ の他 の疾 患

t9801981i982198319841985198619879十

腎 外 傷

尿 道 外 傷

睾 丸 外 傷

尿 道 狭 空

腎 出 血

インポテンツ

0

1

0

1

1

0

3

2

0

6

T

O

1

0

3

1

1

0

110006
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3112015
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を1例 に行 った.

手 術 統 計

月間の手術件数を開放手術 と内視鏡手術に分けて分

類した.入 院手術件数は過去8年 間で総数927件,う

ち開放手術512件(55.2%),内 視 鏡手術415件(44.8

%)で あった.外 来における小手術はこれらの中に含

まれていない.

1)開 放手術(Table7)

年度 推移でみると件数はやや減少傾向にあ り年平均

54.0件 である.内 訳を見ると包茎手術106件(2α7%),

除睾術39件(7.6%),睾 丸固定術29件(5.7%),前 立

腺摘除術29件(5.7%)の 順であった.睾 丸捻転に対

する手術は 睾丸固定術に含めた.前 立腺摘除術は全

例,前 立腺肥大症に対する被膜下摘除術である,腎 摘

除術の大半は腎腫瘍に対する広汎腎摘除術である.男

子不妊症の原因となる精索静脈瘤については高位結紮

術をおこなっている,

2)内 視鏡手術(Tablc8)

年度推移でみると最近3年 間の件数の増加が認めら

れる.内 訳ではTUR-Pl68件(40.5%)と 大部分を

占め,前 立腺に対する手術は経尿道的手術がますます

増加する傾向が認められる.高 齢者で合併症が強い症

例には前立腺凍結術を行ってお り,そ の成績について

は既に報告している4》 ついでTUR-Bt56件(13.5

%),前 立腺生検術40例(9.6%),腎 嚢胞穿刺術24例

(5.8%),膀 胱砕石術23件(5.5%)の 順に なってい

る.TUR-Btはstagingの 診断目的と表在性腫瘍に

対する治癒的TURを 含んだものである.開 放手術

で腎切石術 腎孟切石術,尿 管切石術は年々減少傾向

が認められるにもかかわらず,PNL,TULの 増加

が認められないのは尿路結石の治療がESWLに 置 き

変 わって きたため であ る.他 にrenalpapillary

necrosisに 対する内視鏡手術の経験も報告している5).
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Table7.開 放 手 術

19801981198219831984198519861987言 十

腎摘 除 術
腎部分切除術
腎切 石 術
腎 撰 術
腎孟形成術
腎孟切石術
腎尿管全摘除術
腎固定 術
副腎摘除術
尿管切石術
尿管剥離術
尿管尿管吻合術
尿管皮膚痩術
尿管S状 結腸吻合術
膀胱切石術
膀胱 痩術
膀胱尿管逆流防止術
膀胱摘除術
膀胱部分切除術

膀胱憩室摘除術
回腸導管造設術

前立腺摘除術

尿道摘除術
尿道形成術

外尿道口形成術

膀胱尿道挙上術
包茎手術

陰茎切断術

除 畢 術
副睾丸摘除術

睾丸固定術

陰嚢水腫切除術
精索静脈高位結紮術

後腹膜リンパ節郭清術

その他

3

0
2

0

0

2

1

0

0

3

0

0
1

0

1

0
1

0

0

1

0

1
0

0

2

0

6

0
5

0

2

3

1

0

31
30
10
00
10
45
11
21
00
56
01
00
32
00
12
21
20
03
10

00

01
13
01
10
12
01

1718
01
45
10
57
42
00

00

16131e

2211152
110005
010105
100001
001002
4311020
1351417
000003
00001i
4332026
000001
100001
4412017
111306

210108
000003
010026
4136017
220005

110003

012206
6933329
000225
021004
101007
100002

1016171111106
010013
6384439
000001
0234629
2313220
1635622

100102

8 7 7 6 8 72

計 51767464T4635951512

Table8.内 視 鏡 手 術

19801981198219831984198519861987計

PNL

腎痙造設術

TUL

TUR-P

TUR-Bt

勝胱砕石術

腎孟焼灼術

内尿道切開術

腎嚢胞穿刺術

腎生検術

前立腺凍結術

前立腺生検術

そ の 他

0

0

0

4

3

2

0

1

0

0

1

3

0

0

1

0

11

6

2

1

6

2

1

1

0

0

0

0

0

9

3

1

1

1

1

1

3

2

1

0

0

3

10

9

1

0

3

4

0

1

0

2

21014

10226

1034626

18443933168

87101056

345523

5021to

112015

553424

415315

153318

31598紛

103310

計 1431233362868779415

結 語

1980年4月 から1988年3月 までの大阪市立北甫民病

院泌尿器科における入院患者および入院手術に関する

臨床統計を行った.

1)8年 間の入院患者総数は1,175例 で60歳 以上の

老年層の増加傾向がめだった.

2)主 な疾患は尿路性器腫瘍でそれに次いで尿路結



田中,ほ か:大 阪市立北市民病院泌尿器科 ・入院臨床統計

石であった.

3)手 術件数は8年 間で927件 で内視鏡手術の増加

がめだった.主 な手術はTUR-Pで あった.

本臨床統計の要旨は第124回 日本泌尿器科学会関西地方会

において発表した.
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